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銀河の質量と金属量の間には強い相関があり (M-Z関係)、銀河進化モデルに対して強い制限を与えている。近
年、このM-Z関係が z ∼ 0から z ∼ 2にかけて顕著な進化を示す事が明かになってきている。興味深い事にM-Z
関係の進化は小質量銀河ほど顕著であり、これは大質量銀河ほど進化が高赤方偏移で完了してしまっているという
ダウンサイジング進化の描像と合致している。この傾向を更に高赤方偏移で調査し、特に大質量銀河の化学進化の
時期を捉える事を目的として、我々は ESO/VLT Large Program として採択された AMAZE project (180 hours;
PI: R. Maiolino) を推進している。AMAZEでは近赤外面分光装置 SINFONIを用いて z ∼ 3の星形成銀河を系統
的に観測し、z ∼ 3におけるM-Z関係や金属量勾配を初めて明らかにする事を目指している。
本講演ではこのAMAZE projectの初期成果を報告する。既に観測が完了した約 10天体のHK-bandスペクトル

から [OII], Hβ, [OIII] (数天体については [NeIII]も) を測定し、Nagao et al. (2006, A&A, 459, 85) のキャリブレー
ションに基づき各天体の金属量を導出した。Spitzer/IRACデータから求めた銀河質量の情報と合わせてM-Z関係
を調べたところ、z > 2で小質量銀河にだけではなく大質量銀河にも顕著な化学進化が見られた。講演ではこの結
果と銀河進化モデルの予測の間の食い違いについても紹介する。


